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渋沢栄一は、論語（道徳）と算盤（経営）の融合を商売繁盛の心得とし、約500の会社設
立に関与したことなどから「日本の資本主義の父」と言われています。今、ビジネスに
おいてもＳＤＧｓへの取り組みが求められていますが、渋沢は100年も前に「持続可
能な企業や社会の在り方」に取り組んでいました。今回の講演会では『論語と算盤』を
通して、現代の私たちが行うべき企業経営の方法などをお話をして頂きます。の私たちが行うべき企業経営の方法などをお話をして頂きます。渋沢栄一

『論語と算盤』
に学ぶ！
～持続可能な社会と企業経営～
シブサワ・アンド・カンパニー株式会社 代表取締役
　兼　コモンズ投信株式会社 取締役会長

【プロフィール】
渋沢栄一の５代目。1961年逗子市生まれ。父の転勤で渡米。1983年テキサス大学化学工学部卒業。1987年UCLA大学にて
MBAを取得。米系投資銀行で外債、国債、為替、株式およびデリバティブのマーケット業務に携わり、1996年に米大手ヘッジ
ファンドに入社。2001年に独立し、シブサワ・アンド・カンパニー株式会社を創業、代表取締役に就任。2007年にコモンズ株式
会社を創設、2008年にコモンズ投信株式会社へ改名し、会長に就任。2021年にブランズウィック・グループのシニアアドバイ
ザーに就任。
経済同友会幹事およびアフリカ開発支援戦略ＰＴ副委員長、岸田政権の「新しい資本主義実現会議」など政府系委員会の委員、
UNDP（国連開発計画）SDGs Impact Steering Group委員、東京大学総長室アドバイザー、成蹊大学客員教授等。

【著書】　『渋沢栄一 100 の訓言』『SDGs 投資』『渋沢栄一の折れない心をつくる３３の教え』
　　　　『超約版 論語と算盤』『銀行員のための「論語と算盤」と SDGs』



　『致知』とは、中国の古典『大学』である「格物致知（かくぶつちち）」が由来です。
　「いつの時代でも仕事にも人生にも真剣に取り組んでいる人がいる。そういう人たちの心の糧になる雑誌を創ろう」と
いう創刊理念のもと、人間の生き方を探求する「人間学」の月刊誌として、今年で創刊 40 年になります。
　また『致知』には他の出版社にない、「木鶏（もっけい）クラブ」という『致知』の愛読者の会があり、その数は海外
も含め 151 支部に及んでいます。最近では、『致知』をテキストに社内養育に取り組む「社内木鶏」を実施する企業や、「若
獅子（わかじし）の会」という 35 歳以下の『致知』愛読者の会も全国に広がり、その数は年々増え続けています。

月刊誌『致知』とは

　全国各地で自主運営されている『致知』愛読者の会、木鶏クラブ。
　名称の由来は、紀 子（きせいし）という男が立派な闘鶏を育て、ものに動じないその様子が木の鶏のようであったと
いう中国の古典『荘子（そうじ）』にある故事です。
　『致知』読者および真摯に生き方を探求している方ならどなたでも参加できます。

木鶏クラブとは

　益田木鶏クラブは平成 25 年２月に、かねてより『致知』を愛読し、益田を愛する有志により設立、致知出版社の「木
鶏クラブ・規約」、「木鶏信条」、「木鶏クラブ趣旨」に基づき待望の益田木鶏クラブが誕生しました。
　このたび、シブサワ・アンド・カンパニー株式会社代表取締役 渋澤健様をお迎えし、講演会を開催できることに深く感
謝申し上げます。

益田木鶏クラブ

下記申込書に必要事項をご記入のうえ、事務局までFAXでお知らせください。

「個人情報取り扱い」について…当講演会にご参加される皆様よりいただきました個人情報は、今回の催しのみ使用させていただきます。
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